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平成１８年１月１日訓第１１７号 

 

 （目的） 

第１条 津市ふれあい生きがい活動支援事業（以下「事業」という。）は、ひ

とり暮らし高齢者等が介護予防、趣味活動、創作活動等の生きがい活動を通

じて永年住み慣れた地域社会の中で自立した生活を営むことを支援すること

により、高齢者の保健福祉の向上を図ることを目的とする。 

 （実施主体） 

第２条 事業の実施主体は、本市とする。ただし、本市は、事業の運営を社会

福祉法人等に委託することができる。 

 （利用対象者） 

第３条 事業の利用対象者は、本市の区域内に住所を有する比較的元気なおお

むね６５歳以上の単身世帯、高齢者世帯及びこれに準ずる世帯とする。 

 （実施施設） 

第４条 事業は、本市の老人福祉センター、各地区公民館及び事業を適切に実

施することができると認められるその他の施設において実施する。 

 （事業内容等） 

第５条 本市は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

⑴ 運動器の機能向上に関する講習会、講座又は活動 

⑵ 閉じこもり予防及び支援に関する講習会、講座又は活動 

⑶ 健康相談に関すること。 

⑷ 栄養改善に関する講習会、講座又は活動 

⑸ レクリェーション等の趣味活動 

⑹ 教養に資する創作活動 

⑺ その他介護予防に関する活動等 

 （運営） 

第６条 本市は、事業の実施について地域住民に対して広報誌等を通じて周知

を図るものとする。 

 （利用料） 

第７条 利用者は、事業に伴う原材料等の実費相当額を負担するものとする。 

 （委任） 



第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この訓は、平成１８年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この訓の施行前に合併前の芸濃町生きがい活動支援通所事業実施要綱（平

成１２年４月１日施行）、香良洲町介護予防・生きがい活動支援事業実施要

綱（平成１２年４月１日施行）又は白山町ふれあいミニデイサービス事業実

施規則（平成１２年白山町規則第８号）の規定によりなされた手続その他の

行為は、それぞれこの訓の相当規定によりなされた手続その他の行為とみな

す。 


